
２ 医療の効率的な提供の推進に係る施策 ２ 医療の効率的な提供の推進に係る施策
病床機能の分化及び連携については、医療資源の効果的かつ効率的な活用を促進する観
点も含め、地域医療介護総合確保基金を通じた都道府県に対する財政支援や都道府県及び
市町村が医療及び介護に係る情報の分析を行うための基盤整備を行う。

病床機能の分化及び連携については、医療資源の効果的かつ効率的な活用を促進する観
点も含め、地域医療介護総合確保基金を通じた都道府県に対する財政支援や都道府県及び
市町村が医療及び介護に係る情報の分析を行うための基盤整備を行う。

また、後発医薬品の使用促進については、患者及び医療関係者が安心して後発医薬品を
使用することができるよう、医療関係者等に対する啓発資料の提供や情報提供を進めると
ともに、安定供給体制の確保について、医薬品の製造販売業者への指導等を行う。バイオ
後続品への移行状況については成分ごとにばらつきがあり、全体では後発医薬品ほどは使
用が進んでいない。このことを踏まえて、バイオ後続品の普及促進に向けてロードマップ
の別添「バイオ後続品の使用促進のための取組方針」（令和６年９月）を示した。また、地
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域フォーミュラリの取組について、各都道府県において策定に向けて検討する場が設けら
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ラリの運用について」の周知や好事例の展開による理解促進、生活習慣病薬等の後発医薬
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品の成分別使用割合データ等の都道府県への提供、保険者による地域フォーミュラリへの
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参画を促すインセンティブの設定、全国の地域フォーミュラリを分析し参考となる薬効群
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の成分リストの作成・公表をはじめとした必要な取組を推進する。これにより後発医薬品
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の数量ベースでの使用割合の地域差縮減や、有効性、安全性に加えて経済性を踏まえた先
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発医薬品を含む医薬品の推奨される選択順位の決定を進める。
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残薬、重複投薬、不適切な
複数種類の医薬品の投与及び長期投薬を減らすための取組などの医薬品の適正使用の推進
については、医療関係者や保険者等と連携し、国民に対し、かかりつけ薬剤師・薬局の必
要性の周知や、処方医との連携を通じたかかりつけ薬剤師・薬局の機能強化のための支援
等を行っていく。

また、後発医薬品の使用促進については、患者及び医療関係者が安心して後発医薬品を
使用することができるよう、医療関係者等に対する啓発資料の提供や情報提供を進めると
ともに、安定供給体制の確保について、医薬品の製造販売業者への指導等を行う。バイオ
後続品への移行状況については成分ごとにばらつきがあり、全体では後発医薬品ほどは使
用が進んでいない。このことを踏まえて、バイオ後続品の普及促進に向けてロードマップ
の別添「バイオ後続品の使用促進のための取組方針」（令和６年９月）を示した。残薬、重
複投薬、不適切な複数種類の医薬品の投与及び長期投薬を減らすための取組などの医薬品
の適正使用の推進については、医療関係者や保険者等と連携し、国民に対し、かかりつけ
薬剤師・薬局の必要性の周知や、処方医との連携を通じたかかりつけ薬剤師・薬局の機能
強化のための支援等を行っていく。

効果が乏しいというエビデンスがあることが指摘されている医療や医療資源の投入量に
地域差がある医療については、エビデンス等を継続的に収集・分析し、都道府県が取り組
むべき目標等の追加を検討する。

効果が乏しいというエビデンスがあることが指摘されている医療や医療資源の投入量に
地域差がある医療については、エビデンス等を継続的に収集・分析し、都道府県が取り組
むべき目標等の追加を検討する。

リフィル処方箋については、第１の二の２「医療資源の効果的・効率的な活用に関す
る目標」及び第１の二の３「医療資源の効果的・効率的な活用」において、「リフィル
処方箋については、保険者、都道府県、医師、薬剤師などの必要な取組を検討し、実施す
ることにより活用を進める必要がある。」と記載されていることを踏まえたうえで、今後、
具体的な指標の設定を検討し、必要な対応を速やかに行う。

リフィル処方箋については、第１の二の２「医療資源の効果的・効率的な活用に関す
る目標」及び第１の二の３「医療資源の効果的・効率的な活用」において、「リフィル
処方箋については、保険者、都道府県、医師、薬剤師などの必要な取組を検討し、実施す
ることにより活用を進める必要がある。」と記載されていることを踏まえたうえで、今後、
具体的な指標の設定を検討し、必要な対応を速やかに行う。

三～六 （略） 三～六 （略）
第５ （略） 第５ （略）
別紙 別紙
標準的な都道府県医療費の推計方法 標準的な都道府県医療費の推計方法
医療費の見込みを算出する際には、以下の事項を踏まえることとする。 医療費の見込みを算出する際には、以下の事項を踏まえることとする。
１～４ （略） １～４ （略）
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